
うち当該年度の森
林環境譲与税（千

円）

うち基金取崩
額(千円)

うち他の財源
（千円）

　意向調査の準備作
業

森林経営管理事業 3,524 3,524 0 0
令和元年に実施した意向調査地を対象に森林面積の測量及び現地の森林資源情
報を把握する事業を委託により実施した。

13.90haに対して、測量及び森林の資源情報の明確化を行っ
た。

意向調査 6 6 0 0
私有林人工林80.41haの森林所有者に対し、今後の森林経営についての意向を確
認した。

市に管理を委ねると回答のあった面積59.88haに対し、次年
度以降に明確化を行う。

木造公共建築物の整
備等

庁舎木質化事業 635,723 11,097 12,421 612,205
本庁舎耐震改修工事を施工するにあたり、尾鷲ヒノキを使った耐震補強と来庁
者の多い１階フロアの木質化を実施した。

木材使用量32.5㎥

　　基金積立
（森林整備等）

13,807 13,807 0 0 令和3年度に実施される森林経営管理事業に対しての基金積立

合計 653,060 28,434 12,421 612,205

【ワンフレーズ】
税を活用することで、令和元年度に実施した意向調査におい
て、市に管理を任せるとの回答のあった19.8haの森林を対象
に、測量及び森林資源調査を実施し、森林資源量の把握と対象
面積の精査が可能となった。

【詳細】
本市で管理している林地台帳の森林情報を参考に事業の設計を
行ったが、現地の森林との差異が見られた。
林地台帳　19.8ha(人工林)→現況　13.9ha
※減少に関しては現況調査を行った結果、天然林であった為。

本庁舎耐震改修工事では、世界初となるCLT加工された木製エ
ストンブロック耐震壁を正面玄関に施工したことで、木質化さ
れた１階フロアの印象が際立ち、来庁者に木の温かみのある空
間を提供することが出来た。
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